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SY5555の 臨床的検討

鈴 木 康 稔 ・関 根 理

水原郷病院内科*

宇 野 勝 次 ・八 木 元 広

水原郷病院薬剤科

新 規経 口ペ ネム系 抗菌 剤SY5555を 内科領 域感染 症 患者13例 に使 用 した。対 象 とした のは,年 齢

18～79歳 の 男性7名 お よび女 性6名 で,呼 吸 器感染 症11例,尿 路 感染症2例 で あ った。 これ ら

の疾患 に対 して本 剤1回200～300mg,1日3回,5～13日 間投 与 した。臨床 効果 につ い ては,

治療開 始後 来院 しな いこ とに よ り2例 を,ま た服薬 遵守 不 明に よ り1例 を除外 し,評 価対 象 と

した10例 におい て,有 効8例,や や有 効1例,無 効1例 の成績 を得 た。。副作 用 として,1例 に

お いて発熱 が認め られ,臨 床 検 査成 績上GOTの 軽 度上 昇 お よ び γ-GTPの 軽度 上 昇 が それ ぞ

れ1例 認め られ た。
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SY5555は サ ン トリー株 式会 社 と山之 内製 薬株 式会

社 に よ り共同 開発 され た非 エ ステ ル型の新 規経 口用ペ

ネム系抗 菌剤 であ る。本剤 は広 域抗菌 スペ ク トル を有

し,Pseudomonas aeruginosaを 除 く,好 気 性 な らびに

嫌 気性菌 に対 して優 れ た抗 菌 力 を示 す。 また,本 剤 は

各種 β-lactamaseに 対 して安 定 であ り,酵 素産 生株 に

対 して も強 い抗菌 力 を示 す1)。

今 回われ われは,13例 の 内科 領域 感染症 に対 して本

剤 を使 用 し,そ の 臨床的 有用性 お よび安全 性 につ いて

検 討 したの で報告 す る。

平成3年11月7日 か ら平成4年4月20日 までの間 に

水 原郷病 院 にお いて外 来 または入院 治療 を行 っ た13例

(男性7例,女 性6例,年 齢18歳 か ら79歳)の 内科 領

域 感染症 を対 象 とした。 疾患別 内訳は,急 性 扁桃炎1

例,急 性 咽頭 炎1例,急 性咽 喉頭 炎1例,急 性 気管 支

炎4例,肺 気腫+感 染1例,気 管支 喘息+感 染1例,

慢 性気 管支 炎2例,急 性 膀胱 炎2例 で あっ た。 用量 に

つ いては年齢,疾 患お よび その重症 度 に基づ いて本 剤

1回200～300mgを1日3回 食 後経 口使 用 した。 使 用

期 間 は5～13日 であ った。臨床 効果 の判定 は臨 床症状,

赤沈,CRP,白 血球数,胸 部X線 所 見 の改善 度 な どを

も とに総合 的に行 い,著 効(excellent),有 効(good),

やや有 効(fair),無 効(poor)の4段 階 評価 と した。

細菌学 的効 果は,起 炎菌 の消長 に よ り,消 失(eradicat-

ed),減 少(decreased),菌 交 代(replaced),不 変

(unchanged)と し,不 明(unknown)を 含 め て5段

階 で判 定 した。副 作用 につ いて は投与期 間 中の発 熱,

発疹,悪 心,嘔 吐,下 痢 な どの有 無 を観 察 した。 臨床

検 査値 につ い ては本 剤投 与前 後に おけ る腎機 能,肝 機

能,骨 髄機 能,末 梢 血好 酸球 百分率 を検 討 し,一 部 の

例 では直接 クー ム ス試験 の変 動 につ いて も観 察 した。

本 剤の 臨床成 績 の概 要 をTable1に 示 した。臨 床効

果 の判定 に際 し,急 性咽 喉頭 炎の1症 例 お よび 急性気

管支 炎 の1症 例 を投 薬開 始後 来院 しない ため,ま た急

性膀 胱炎 の1症 例 を服薬 遵守 不 明の ため それ ぞれ判定

対象 外 とした。 臨床 効果 につ い ては,判 定対 象 とした

10例 中,有 効8例,や や 有効1例,無 効1例 で あっ た。

有効 と判 定 した症例 の疾 患別 内訳 は,急 性扁 桃炎1例,

急性 咽頭 炎1例,急 性気 管 支炎3例,気 管 支喘 息+感

染1例,慢 性気 管支 炎1例,急 性膀 胱 炎1例 で あ った。

また,肺 気腫+感 染1例 お よび慢性 気 管支 炎1例 につ

いては,や や 有効 お よび無効 で あ った。 また4症 例 よ

りStrゆto6066uspneumon毎e2株,Haemophilus in-

fluenzae 1株 お よびEscherichia coli 1株 が 各々有 意

菌 と して分離 され,Hinfluenzae 1株 を除 く3株 が消

失 した。 無効 と判 定 した慢性 気管 支 炎例 は,合 併 症 と

して糖尿 病 を有す る症例 で あ り,有 意 菌 と考 え られ た

H.influenzoeは 消失 しなか った。

副作 用 と して,気 管支 喘 息に合 併 した感 染(症 例9)

の1症 例 に おい て発熱 が認め られた。 本剤1日600mg

の用 量 にて投 薬 を開始 し,開 始6日 目に解 熱 したが,

CRPの 改善 が認め られ ないため,開 始7日 目よ り本剤

1日900mgに 増 量 し投与 継続 した。開 始11日 目に再 び

発 熱 し,投 薬 終 了後発 熱が 認め られ な くな った。 本例
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Table 2. Laboratory findings before and after SY5555 treatment

B: before therapy, A: after therapy, NT: not tested

で はleucocytemigrationinhibitiontest(LMIT)を

行 い,白 血球 遊走 促進 因子(LMAF)の 疑似 陽性 を検

出 したた め,SY5555に 対 して 弱 いなが ら も遅延 型 過

敏 反応(DTH)の 成立 が疑 われ た症例 であ る。 再発 熱

につ いて は,熱 型 等の 臨床経過 よ り本剤 の関与 が疑 わ

れ た。

臨床検 査成 績 をTable 2に 示 した。

臨床 検査 成 績上GOTの 軽 度 上昇 お よび γ-GTPの

上 昇が それ ぞれ1例 認め られ た。 これ ら2例 とも追 跡

調 査 は実施 されて い ないが,い ずれ も軽度 の上 昇 であ

り臨床上 特に 危惧すべ き もの では ない と考 え られた。

以 上,内 科領 域感染 症 におけ る本剤 の臨床 的有 用性

お よび安全 性 を検 討す るため,本 剤 を13症 例 に使 用 し

た。 臨床効 果 につ いては,評 価対 象 とした10症 例 中有

効症 例8例 であ り,良 好 な結 果が得 られ た と考 え られ

る。 また細菌 学的効 果 につ いて は,本 剤の 基礎 的特徴

を反映 した結 果が得 られた と考 え られ る。 本剤 は広域

抗菌 スペ ク トル を有す る薬剤 で あ るが,今 回の 臨床的

検討 よ り特 に グラム陽性球 菌 に よ る感染 症 に対 して優

れ た効果 が得 られ る こ とが期待 され た。 また安 全性 に

つ いて は,既 存の経 口抗 生剤 と比 較 して過敏 反応 の発

現率 が低 い こ とが示 唆 され,安 全 に使用 で きる薬 剤 で

あ る と考 え られた。
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Clinical study on SY5555
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The clinical efficacy and side effect of SY5555, a new oral penem, were evaluated in 13 patients with

infections; 11 with respiratory tract infections and 2 with urinary tract infections. The patients' ages ranged

from 18 to 79 years; 7 were male and 6 were female. SY5555 200 to 300 mg t. i. d. was administered orally

for 5 to 13 days. In the 10 evaluable cases, the clinical response was good in 8, fair in 1 and poor in 1. Fever

was observed in one case as a side effect. Abnormal laboratory findings included slight elevation of GOT (30
→26→54)in one case andγ-GTP (28→49) in another.


